
①

②
④
⑤ ⑦

⑧

⑪

供
養
塔

⑫
富
士
見
ヶ
丘
駅

放
射
５
号
線
道
路
予
定
区
間

北
沢
分
水
口
跡

烏
山
・
北
沢
分
水
口
跡

烏
山
分
水
路
跡

北
沢
分
水
路
跡

岩
崎
橋

浅
間
橋
跡

開
渠
終
点

右
岸
は
歩
行
で
き
な
い

中
央
自
動
車
道

水
道
道
路

黒
門

弁
財
天

水
難
者
慰
霊
碑兵
庫
橋

宮
下
橋

三
鷹
台
駅

神
田
川

松
影
橋

井
の
頭
橋

三
鷹
陸
橋

禅
林
寺

新
橋

幸
橋

⑨
⑩

松
本
訓
導
殉
職
碑

ジ
ブ
リ

美
術
館

む
ら
さ
き
橋

牟
礼

分
水
口
跡

③

牟
礼
分
水
路
跡

萬
助
橋

自
然
文
化
園

⑥
玉
鹿
石

太
宰
治
碑

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

井
の
頭

山
本
有
三

記
念
館

独
歩
詩
碑

さく
ら
通
り

品
川
分
水
路
跡

三
鷹
駅

三
鷹
橋

分
水
口
跡

船
溜
跡

散
歩
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

ほ
た
る
橋

吉
祥
寺
駅

京
王

井
の
頭
線

三
鷹
か
ら
富
士
見
ヶ
丘
駅

三
鷹
駅
か
ら
富
士
見
ヶ
丘
駅
ま
で
約
５
．
８
キ
ロ Ｊ
Ｒ
中
央
線

旧
牟
礼
橋

岩
崎
橋
か
ら
浅
間
橋
跡
の

開
渠
最
終
地
・
浅
間
橋
跡

牟
礼
神
明
社

人
見
街
道

牟
礼
橋

若
草
橋

井
の
頭
公
園
駅

久
我
山
水
衛
所
跡

久
我
山
駅

神
田
川
流
入
口

旧
牟
礼
橋

宮
下
橋

東
橋

長
兵
衛
橋

井
の
頭
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
宰
治
ゆ
か
り
の
地
　
(地
図
上
の
丸
数
字
）

①
三
鷹
陸
橋
　
太
宰
お
気
に
入
り
の
跨
線
橋
。
黒
マ
ン
ト
姿
の
写
真
が

有
名
。
昭
和
4
年
に
竣
工
。
当
時
の
ま
ま
今
も
残
る
。

②
駅
前
郵
便
局
　
原
稿
料
の
受
け
取
り
な
ど
に
利
用
し
た
と
さ
れ
。
作

品
に
も
登
場
す
る
。

③
中
鉢
家
跡
　
昭
和
2
1
年
、
３
ヶ
月
間
2
階
を
仕
事
部
屋
に
借
り
、

「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
な
ど
を
を
書
く
。

④
千
草
跡
　
太
宰
が
通
い
つ
め
た
小
料
理
屋
｢千
草
」
が
あ
っ
た
。
２
階

は
仕
事
部
屋
に
も
使
っ
て
い
た
。

⑤
野
川
家
跡
　
２
階
を
山
崎
富
栄
が
間
借
り
し
て
い
た
。
仕
事
部
屋
に

も
使
わ
れ
る
。
太
宰
と
の
死
へ
の
旅
立
ち
は
こ
こ
か
ら
。

⑥
玉
鹿
石
　
入
水
場
所
付
近
に
置
か
れ
た
生
地
・
金
木
村
産
の
石
。

⑦
三
鷹
文
学
サ
ロ
ン
　
三
鷹
市
は
没
後
6
0
年
・
生
誕
1
0
0
年
記
念
事

業
と
し
、
太
宰
が
よ
く
酒
を
買
っ
た
「
伊
勢
元
酒
店
」
の
跡
地
に
開
設
。

⑧
禅
林
寺
　
太
宰
の
尊
敬
し
た
森
鴎
外
の
墓
の
斜
め
向
か
い
に
太
宰

も
眠
る
。
6
月
1
9
日
の
桜
桃
忌
に
は
太
宰
フ
ア
ン
が
集
う
。

⑨
太
宰
治
旧
居
跡
　
三
鷹
時
代
を
過
ご
し
た
家
の
跡
。
６
畳
、
４
畳
半
、

３
畳
の
３
間
。
同
じ
造
り
の
平
屋
の
家
が
畑
の
中
に
３
軒
並
ん
で
い
た
。

⑩
み
た
か
井
心
亭
　
三
鷹
市
の
和
風
文
化
施
設
。
太
宰
宅
の
庭
に

あ
っ
た
「
百
日
紅
」
が
移
植
さ
れ
て
い
る
。

⑪
新
橋
　
こ
の
橋
の
下
流
・
右
岸
で
抱
き
合
っ
た
二
人
の
遺
体
が
発

見
さ
れ
た
。

⑫
久
我
山
水
衛
所
　
入
水
後
二
人
の
下
駄
が
片
方
ず
つ
流
れ
着
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
烏
山
（
烏
山
村
）
分
水
・
北
沢
(上
北
澤
村
）
分
水

烏
山
分
水
　
万
治
2
年
（
1
6
5
9
）
烏
山
村
な
ど
1
0
ヶ
村
（
粕
谷
村
、
廻
り
沢

村
、
船
橋
村
、
経
堂
在
家
村
、
世
田
谷
村
、
若
林
村
、
太
子
堂
村
、
三
宿

村
、
八
幡
山
村
）
へ
の
水
田
用
水
と
し
て
引
か
れ
た
。
全
長
1
里
半
水
口
寸

坪
2
5
坪
(5
寸
四
方
)、
開
設
当
初
の
取
水
口
は
1
尺
四
方
烏
山
村
内
と
あ

る
が
詳
細
は
不
詳
、
天
明
8
年
に
上
高
井
戸
村
内
に
移
設
さ
れ
た
。

北
沢
分
水
　
万
治
元
年
上
北
沢
村
な
ど
5
ヶ
村
(赤
堤
村
、
世
田
谷
村
、
松

原
村
、
代
田
村
)へ
の
水
田
用
水
と
し
て
引
か
れ
た
。
全
長
1
里
半
水
口
寸

坪
1
0
0
坪
(1
尺
四
方
)開
設
当
初
の
取
水
口
は
1
尺
4
寸
四
方
で
北
沢
村
牛

窪
に
設
け
ら
れ
、
天
明
8
年
（
1
7
8
8
）
上
高
井
戸
村
に
移
設
さ
れ
た
。

と
も
に
明
治
４
年
(1
8
7
１
)、
通
船
開
始
に
伴
い
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。

　
牟
礼
分
水
　
　
延
亨
2
年
（
1
7
4
5
）
に
牟
礼
（
無
礼
）
村
の

水
田
用
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
全
長
2
0
町
、
寸
坪
6
4
坪
（
8

寸
四
方
）
。
現
在
の
三
鷹
台
団
地
付
近
を
数
条
に
分
か

れ
て
流
れ
、
田
用
水
に
利
用
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
橋
と
牟
礼
神
明
社

　
明
治
年
間
か
ら
あ
る
古
い
橋
。
橋
の
南
西
側
約
1
5
0
ｍ
に
神
明
社
が

あ
る
。
こ
の
お
宮
の
下
に
あ
る
橋
か
ら
橋
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　
牟
礼
神
明
社
　
こ
の
付
近
は
三
鷹
市
内
で
は
一
番
の
高
台
(標
高
6
0

ｍ
)で
、
古
く
は
高
番
山
と
も
呼
ば
れ
、
富
士
山
も
望
め
る
。
戦
国
時
代

に
砦
が
築
か
れ
、
陣
内
の
鎮
護
の
た
め
お
宮
が
祀
ら
れ
た
。

　
境
内
に
寛
永
３
年
（
1
8
5
0
）
に
建
立
さ
れ
た
巳
待
講
燈
籠
（
三
鷹
市
重

宝
）
が
あ
る
。
こ
の
灯
篭
は
井
の
頭
弁
財
天
へ
の
道
し
る
べ
と
、
村
内
安

全
祈
願
を
兼
ね
た
も
の
で
竜
の
浮
き
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
人

見
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
が
昭
和
4
4
年
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
牟
礼
橋

　
上
水
記
に
「
久
我
山
橋
・
玄
蕃
橋
共
云
」
と
の
名
が
残
る
古
い
橋
。
宝

暦
7
年
（
1
7
5
7
）
架
橋
。
現
在
の
橋
は
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
の
架
設
。

　
久
我
山
村
で
は
「
牟
礼
橋
」
、
三
鷹
村
で
は
村
の
一
番
東
に
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
｢東
橋
」
と
も
呼
よ
ば
れ
た
。
ま
た
、
豊
か
な
水
量
か
ら
通
称
「
ど

ん
ど
ん
橋
」
と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
。
橋
台
は
石
積
み
の
ア
ー

チ
橋
で
、
ア
ー
チ
部
に
は
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
が
張
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
歩

行
の
み
可
能
で
あ
る
。
橋
際
に
｢石
橋
建
立
供
養
之
碑
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
渠
最
終
地

　
旧
浅
間
橋
手
前
(杉
並
区
久
我
山
1
丁
目
)で
玉
川
上
水
は
暗
渠
と
な

る
。
こ
の
先
四
ツ
谷
大
木
戸
ま
で
、
約
1
3
km
の
区
間
は
、
代
田
橋
駅
付

近
と
笹
塚
駅
付
近
（
3
箇
所
合
計
約
5
5
0
m
の
区
間
)を
除
き
、
全
て
暗
渠

の
排
水
路
と
な
り
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
。
な
お
地
上
部
は
高
速
道
路
、

緑
道
や
公
園
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
暗
渠
と
な
っ
た
玉
川
上
水
は
、
し
ば
ら
く
旧
水
路
下
を
通
り
、
中
の
橋

交
差
点
か
ら
環
状
８
号
線
沿
い
に
北
上
、
京
王
井
の
頭
線
・
高
井
戸
駅

南
側
・
佃
橋
の
右
岸
上
流
側
で
神
田
川
ヘ
流
れ
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
上
水
の
水
源
　
井
の
頭
池

　
井
の
頭
池
は
三
鷹
市
と
武
蔵
野
市
に
ま
た
が
る
面
積
４
万
3
,0
0
0

平
方
㍍
の
池
。
神
田
川
の
水
源
と
な
る
。
　
徳
川
家
康
は
天
正
1
8
年

（
1
5
9
0
）
関
東
入
国
後
、
家
臣
に
命
じ
て
井
の
頭
池
の
水
を
水
源
と

し
、
神
田
、
日
本
橋
、
京
橋
方
面
に
給
水
。
こ
れ
が
神
田
上
水
。


